




































































































































































































































































































































































































































































































































































































微 積 分 






































ている (Brousseau G.，1997, p.30) 。 
図６における T は，教師を示し，S は児
































































































































































際，定義域は 0 < x ≦ 2750 / 3，値域は


























の差を y とし，内容量の差を x とすると，




 E F D_1 
C_R 370 (g) 575 (g) 205 (g) 
C_0 250 (g) 500 (g) 250 (g) 
D_2 120 (g) 75 (g) 45 (g) 
C_R：コ－ラ瓶   C_0：コ－ラ Zero 瓶 














































 ガラス使用量の差 内容量の差 
C_R と C_0 より |370－250|=120 |205－250|=45 
ガラス無と C_R より |0－370|=370 |343.75－250|=138.75 
ガラス無と C_0 より |0－250|=250 |343.75－250|=93.75 
ガラス無とガラスのみ より |0－916.66|=916.66 |343.75－0|=343.75 
C_R とガラスのみ より |370－916.66|=546.66 |205－0|=205 
C_0 とガラスのみ より |250－916.66|=666.66 |250－0|=250 
 
表３ 半径 (r) と内容量（V） 
r  0 1.85 2.05 2.4 




















































































図 10 具体的な相互作用 
S M 
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